
波
郷 

記
念
館 

だ
よ
り 

          

石
田
波
郷
『
江
東
歳
時
記
』
と
江
東
の
風
景 

 

石
田
波
郷
は
、
昭
和
二
十
一
年
か
ら
戦
後
の
十
二
年
間
を
現
在
の

江
東
区
北
砂
の
地
に
住
み
ま
し
た
。
そ
の
十
二
年
間
に
、
波
郷
が
実

際
に
足
を
運
び
丹
念
に
調
べ
、
句
と
と
も
に
つ
づ
っ
た
の
が
、
『
江

東
歳
時
記
』
で
す
。 
 

 

砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
毎
年
十
一
月
、
石
田
波
郷
記
念
館
企

画
展
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
『
江
東
歳
時
記
』
を
テ
ー
マ

に
取
り
上
げ
ま
す
。
そ
こ
で
「
波
郷
記
念
館
だ
よ
り
」
で
は
、
前
号

に
引
き
続
き
『
江
東
歳
時
記
』
の
な
か
か
ら
、
江
東
区
を
取
材
し
た

記
事
と
俳
句
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
今
回
は
秋
の
句
で
す
。 

 

       

砂
村
の
「
元
八
幡
」
と
句
碑 

 

前
書
き
の
「
元
八
幡
」
は 

富
賀
岡
八
幡
宮
（
江
東
区 

南
砂
七
丁
目
）
の
こ
と
で
す
。 

江
戸
時
代
に
刊
行
さ
れ
た 

名
所
案
内
記
『
江
戸
名
所 

図
会
』
に
も
下
図
の
よ
う
な 

挿
絵
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

左
奥
に
社
殿
、
右
手
前
は 

浅
瀬
。
そ
の
間
を
道
が
通
っ 

て
い
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

「
砂
村
冨
岡
元
八
幡
宮
」 

『
江
戸
名
所
図
会
』 

国
立
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
転
載 

 

南
砂
町
五
丁
目
元
八
幡
で 

「
煤
煙
の
濃
く
淡
く
渡
る
鳥
も
な
し
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

石
田
波
郷 

  
 

第４９号 

 



現
在
、
そ
の
境
内
に
は
次
の
二
基
の
句
碑
が
あ
り
ま
す
。 

・
芭
蕉
句
碑
「
め
に
か
か
る
雲
や
し
ば
し
の
渡
鳥
」 

・
五
明
橋
石
文
句
碑
「
こ
こ
ら
に
そ
鳥
居
あ
り
た
き
汐
干
道
」 

そ
れ
ぞ
れ
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
） 

と
文
政
四
年
（
一
八
〇
七
）
の 

建
立
で
す
。 

波
郷
も
『
江
東
歳
時
記
』
で 

書
い
て
い
ま
す
が
、
芭
蕉
句
碑
の 

句
は
誤
刻
で
、
正
し
く
は 

「
日
に
か
か
る
」
で
す
。 

 

          

 

  

も
う
一
基
の
句
碑
「
こ
こ
ら
に
そ
鳥
居
あ
り
た
き
汐
干
道
」

は
、
か
つ
て
の
砂
村
の
風
景
を
詠
ん
だ
句
で
す
。 

隅
田
川
を
越
え
て
深
川
方
面
か
ら
海
岸
沿
い
を
歩
い
て
来
た
人

の
「
そ
ろ
そ
ろ
富
賀
岡
八
幡
宮
の
鳥
居
が
見
え
る
は
ず
な
の
だ

が
・
・
・
」
と
い
う
気
持
ち
を
詠
ん
で
い
ま
す
。 

 

こ
の
あ
た
り
は
、
江
戸
の
市
中
か
ら
日
帰
り
で
訪
れ
る
こ
と
の

で
き
る
風
光
明
媚
な
行
楽
地
で
し
た
。「
元
八
幡
」
は
桜
の
名
所
で
、

歌
川
広
重
も
名
所
江
戸
百
景
に
描
い
て
い
ま
す
（
左
図
）
。 

        

  

江
戸
小
日
向
廓
然
寺
住
職
の
十
方
庵
大
浄
敬
順
は
元
八
幡
を
訪
れ 

た
一
人
で
す
。 

著
書
『
遊
歴
雑
記
』
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
の
中
で
「
目
に

障
る
物
な
く
、
唯
青
海
の
青
み
た
る
風
色
い
は
ん
方
な
し
」「
別
世
界

の
如
し
」
と
そ
の
様
を
表
現
し
て
い
ま
す
。 

 

歌川広重 

「名所江戸百景 砂むら元八まん」 

国立国会図書館ウェブサイト転載 

 

現在の「元八幡」（富賀岡八幡宮）と境内の句碑 

 
 

 



 

波
郷
の
句
と
砂
町
の
工
場
街 

 

冒
頭
に
あ
げ
た
波
郷
の
句
「
煤
煙
の
」
は
、
句
碑
に
刻
ま
れ
た
芭 

蕉
句
「
日
（
目
）
に
か
か
る
」
を
踏
ま
え
て
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
芭
蕉
の
句
も
波
郷
の
句
も
季
語
は
「
渡
り
鳥
」
で
す
。 

本
句
は
、
波
郷
が
「
私
は
ひ
そ
か
に
南
砂
町
の
工
場
街
の
真
中
の 

元
八
幡
を
訪
ね
た
。」
『
江
東
歳
時
記
』
と
記
す
と
お
り
、
戦
後
、
工

場
の
建
ち
並
ん
だ
砂
町
地
域
を
詠
ん
で
い
ま
す
。 

 

波
郷
に
は
、
ほ
か
に
も
砂
町
の
工
場
を
詠
ん
だ
句
が
あ
り
ま
す
。 

「
煤
烟
急
ぎ
雲
は
し
づ
か
に
朝
焼
け
ぬ
」
石
田
波
郷 

 

波
郷
は
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。 

・「
ベ
ッ
ド
に
仰
臥
し
て
ゐ
る
と
、
わ
づ
か
に
北
窓
に
ひ
ら
け
る
砂

町
工
場
街
の
空
だ
け
が
眺
め
で
あ
つ
た
。
朝
一
刻
の
景
。」 

句
集
『
春
嵐
』
私
注 

・「
私
の
北
窓
に
は
左
手
の
墓
原
と
そ
の
奥
に
わ
づ
か
な
バ
ラ
ツ
ク

住
居
が
並
ん
で
警
察
署
の
裏
に
連
つ
て
ゐ
る
。
そ
の
手
前
は
荒

れ
た
ま
ゝ
の
空
地
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
ら
の
景
も
ベ
ツ
ト
に
横

た
は
れ
ば
す
べ
て
見
え
な
く
て
、
わ
づ
か
に
警
察
署
の
四
階
か

ら
上
が
の
ぞ
い
て
ゐ
る
ば
か
り
の
、
夏
の
朝
な
ら
ば
、
け
ふ
の

日
照
り
を
思
は
せ
る
青
空
ば
か
り
だ
。
そ
の
青
空
を
ゆ
く
も
の

は
、
雲
と
鳥
と
煤
烟
で
あ
る
。
雲
の
峰
は
ま
ぶ
し
く
遠
く
巨
大

で
あ
る
し
、
時
に
低
く
灰
色
の
雲
が
東
へ
移
つ
て
ゆ
く
。
雲
の

峰
よ
り
も
親
近
を
覚
え
る
。
鳥
は
こ
ゝ
ら
で
は
雀
か
燕
、
鳩
、

ま
れ
に
鴎
が
と
ぶ
。
朝
焼
の
空
を
雲
が
ほ
の
か
に
染
ま
つ
て
し

づ
か
に
移
つ
て
ゆ
く
の
は
、
と
に
か
く
も
け
ふ
の
平
安
を
約
さ

れ
る
や
う
で
あ
る
。
煤
烟
は
雲
の
下
を
大
急
ぎ
で
ゆ
く
。（
略
）」 

「
自
句
自
解
」（
昭
和
三
十
一
年
） 

 

 
 

※
警
察
署
・
・
・
城
東
警
察
署 

  
 

 

 
 
 

秋
の
季
語
「
渡
り
鳥
」 

  

「
渡
り
鳥
」
と
は
、
一
般
に
は
、
秋
に
な
っ
て
渡
っ
て
来
る
鳥
と

帰
っ
て
行
く
鳥
の
両
方
を
言
い
ま
す
が
、
俳
句
で
は
、
日
本
で
冬
を

過
ご
す
た
め
に
渡
っ
て
来
る
鳥
の
こ
と
を
詠
み
ま
す
。
秋
の
季
語
で

す
。 

雀
ら
も
真
似
し
て
飛
ぶ
や
渡
り
鳥 

一
茶 

「
九
番
日
記
」 

渡
鳥
雲
の
機
手
の
錦
哉 

 
 

 
 

蕪
村 

「
蕪
村
句
集
」 

 



                       

 
 

                   

砂町文化センターニュース VOL.4９ 

■投句 二句一組（兼題 波郷についての俳句一句、雑詠一句） 

■選者 上田日差子・岸本尚毅・鈴木しげを・德田千鶴子・能村研三 

                            （五十音順） 

■賞  「はこべら」賞 一名、石田波郷記念館賞 一名 

    各選者による特選三句、入選十句 

■投句料  二句一組千円 

■大会句集 授賞式までに、投句者全員に送付。 

■締切 12／10（木）必着 

※詳細は、江東区内各文化センター、総合区民センター、芭蕉記念館で 

 配布の「募集要項・応募用紙」またはホームページをご覧ください。 

 

 

第 20回  

石田波郷記念「はこべら」俳句大会 作品募集中 

砂町を「第二の故郷」と呼び愛した、昭和を代表する俳人・石田波郷

を顕彰する「はこべら」俳句大会を開催します。 

波郷創刊の「鶴」は今年９００号を刊行しました。 

講師には「鶴」四代目主宰の鈴木しげを氏をお迎えし、実作と句会を 

とおして俳句を基礎から学びます。 

■講師  鈴木しげを（「鶴」主宰） 

■日程  １０月２４日（土）、１１月７日（土）、１１月２８日（土）、 

１２月２６日（土） 【全４回】 

■時間  １３時３０分～１６時 

■会場  砂町文化センター ２階 第１会議室 

■定員  ２０名 

■受講料・教材費 ６，５００円・３００円  

「俳句実作講座～句会に学ぶ俳句～」 受講生募集 

９月１０日 

から 

申込受付 


